
第 237回 JMRC 中部運営委員会報告書 

日時：2014年 09月 02日 20:00~22:00 

場所：名古屋市昭和区福江 JAF中部本部３Fミーティングルーム 

《出席者》 

運営委員長 鈴木 隆史 出席 運営委員 後藤 康次 委任 

副運営委員長 嶽下 宗男 出席 運営委員 米谷 展生 出席 

事務局長 武山 策彌 出席 運営委員 杉本 達哉 欠席 

運営委員 石井 公久 委任 運営委員 増田 好洋 委任 

運営委員 稲葉 憲ニ 出席 運営委員 村瀬 秋男 欠席 

運営委員 岡野 勝仁 欠席 運営委員 山崎 利博 出席 

運営委員 金子 敏邦 出席 理事長 神谷 和潤 出席 

運営委員 川崎 裕行 欠席 事務局次長 寺崎 誠治 出席 

運営委員 菅野 秀昭 出席 ＪＡＦ中部本部 金澤 勇人 出席 

運営委員 鬼頭 正人 欠席 書 記 河田 富美男 出席 

会議に先立ち、鈴木運営委員長の挨拶の後、嶽下副運営委員長を議長として会議を開始した。 

《議題》 

 各部会報告 

 JAFスポーツ委員の推薦 

 2015年予算案について 

 MS Day について 

 オールスターラリー 互助会 

 全国共済・中部共済会 

 

《議事録》 

議題 各部会報告 

担当 各部会長 

決議 報告のみ ・ 承認 ・ 却下 ・ 継続審議 ・ その他 

内容 ・ ジムカーナ 

 2012年度からの参加台数の推移、選手権は微減、ミドル Sr の減少率が顕著 

 活動報告 

 西フェス会議に出席 

 本年度は広島で開催 

 カレンダ調整会議 

 選手権規定の見直しを主催者に承認頂いた 

 ミドル主催者から補助金の継続の要請を受けた 



 愛知：ジムカーナレッスン(キョウセイ) 

 初心者 10名、中級車 10名、2名：お試しジムカーナ 

 講師 8名、オフィシャル 10数名ボランティアで参加 

 本年度の活動予定 

 部会開催 

 レッスン：岐阜＆富山の２回 

・ ダートラ 

 シリーズ戦状況 

 選手権第７戦まで：第６戦 48台、第７戦が７０台の参加（全日本前） 

 東海 Sr：９月２７日に最終戦、シリーズ表彰も同日行う 

 北陸：第６戦まで 

 １２月７日にシリーズ表彰 

 平均参加台数 

 選手権：横ばい、東海：若干増加（６→１０台）、北陸：ほぼ横ばい 

 部会報告 

 カレンダー調整 

 選手権８戦、東海４戦（全戦選手権と同一）、北陸８戦(３戦が選手権と同

日) 

 ミドルの補助金支給の要望 

・ ラリー 

 開催 

 中部選手権： ７月２２日（近畿地区） グラベル 

 ２５台参加。中部から７台、四国・関東からもグラベルスペシャリストが

参加 

 中部では後２戦、新城・シロキヤ 

 部会報告 

 近畿との調整会議 

 カレンダー調整及び車両規定の 

 ANDが復活（中部で４戦） 

 新城ラリー：４月にチャレンジ、１０月に全日本 

 車両規則改定 

 JAFの RPN車両規定に準じる形で検討 

 AEクラス： DE2に編入（今年は書類不備で DE3になっていた） 

 JAFラリー部会から救出訓練出席の要請あり 

 ラリー部会から出席、交通費を支給 

・  



・ レース部会 

 特になし 

・ JAFラリー部会 

 来年度車両規定が公示された 

 選手権規定は継続審議 

 次回９月１７日、カレンダー調整 

・ 登録部会 

 特になし 

 

・ 事務局・総務 

・ HPについて 

 HPのリザルトの氏名記載に対して削除の要請 

 公式記録であり、削除できない旨で返答する 

 HP担当から回答 

 

・ JAFカップへの部会員交通費の申請 

 経費として認める、但し適正額を努力すること 

 JAFカップ  ダートラ：2名、ジムカーナ：１名分+ケータリング分 

 

・ 2015年 JMRC 選手権カレンダー 

 各部会から 11月運営員会に提示すること 

・ 事務局長を今期で辞任させていただきたい 

 後任、移行期間は検討し、11月運営委員会にて継続協議 

・ JAF 

 カレンダー調整会議 

 9月 13日（土）、小牧勤労センター 

 

・ 臨時運営委員会を開催： 10月 7日(火)20時～ 

 アジェンダ： 

 2015年予算協議 

 2015年選手権カレンダーの承認 

 その他懸案事項意見交換（共済会、事業案） 

アクションプ

ラン 

 

担当  

  



 

議題 JAFスポーツ委員推薦 

担当 副運営委員長 

決議 報告のみ ・ 承認 ・ 却下 ・ 継続審議 ・ その他 

内容 ・ 現在、川崎氏、金子氏(ラリー)、稲葉氏(登録)、山崎氏(スピード)が委員 

・ 来年度も継続して同氏を推薦 

 

 

アクションプ

ラン 

推薦書の準備 

担当 副運営委員長 

 

 

議題 MS Day 

担当 事務局 

決議 報告のみ ・ 承認 ・ 却下 ・ 継続審議 ・ その他 

内容 ・ 予定通り１月第２土日(1/10,11) 

・ 場所は鈴鹿サーキットホテル 

・ 予算は昨年度を踏襲、ミドル招待分を加味 

・ 副賞に対して検討中（昨年までの業者が廃業） 

 

アクションプ

ラン 

 

担当 事務局・総務 

 

 

議題 オールスターラリーへの互助会適用の申請 

担当 ラリー部会 

決議 報告のみ ・ 承認 ・ 却下 ・ 継続審議 ・ その他 

内容 ・ JMRC中部主幹での開催のため、互助会を適用願いたい 

 中部地区だけでなく、各地区からのエントラントも対象 

 過去他地区での開催時に、当該地区の互助会がで起用されてきた 

 リスク予測(主催者)： 

 過去(ラリー)保険を適用したのは 30年で 2回 

 壊した分は原状復帰（役場からの要請）だが、今年は全て林道のため費用は軽

い 



 参加台数は 60台前後予測 

 適用範囲 

 他地区も含めて JMRC 会員であること、 

 但し他地区の場合は JMRC中部仮会員として+1,000円を検討 

 これは主催者側で取り扱う 

・ 審議 

 全員賛成により承認 

 

 

アクションプ

ラン 

主催者側から各参加予定者への通達を行う 

担当 主催者 

 

 

議題 共済会・事業費についての今後の方向性 

担当 鈴木運営委員長 

決議 報告のみ ・ 承認 ・ 却下 ・ 継続審議 ・ その他 

内容 ・ 状況 

 他地区動向より、全国共済の継続性に疑問が見えてきている。 

 一般会計が後 5年ほどで純赤字に転じる予測 

・ 今後のあり方について、継続性を維持できる形での方向性を見出していかなければなら

ない。 

 惰性での予算項目は見直すべきであり、まずは一度あるべき形での予算を明確化す

る。 

 その上で、今後の事業案・共済会のあり方を継続審議する 

 

アクションプ

ラン 

予算内容の精査 

継続的に協議 

担当 運営員会 

 

  



 

議題 2015年度予算案について 

担当  

決議 報告のみ ・ 承認 ・ 却下 ・ 継続審議 ・ その他 

内容 ・ ラリー、ジムカーナ、ダートラ部会から振興事業策としての提案があった 

 ①ミドル補助： 計 85万 

 ②レッスン費用補助： 

 ジムカーナ： 15万（3万×5回） 

 ダートラ、ラリー： それぞれ 12万 

 ③JMRCフェスティバルへの部会員派遣費用：  部会交通費に組み込む 

 ④JMRCフェスティバル参加者への支援金 

 ¥5,000/名(ラリーは¥10,000/クルー) 但し上限 10万円/大会 

 予算としてはMAX50万 

 振興事業としての予算(本年度 15万)は？ 

・  

・ 再度、各部会から、予算要求額をアップデートする： 

 例年の活動明細報告の項目で予算を入れる 

 9月 26日まで石井・河田・武山にメール 

 次回 10月 7日に臨時運営委員会を開催し、予算審議を集中的に行う 

・  

アクションプ

ラン 

要求予算の策定及び提示：9月 26日まで 

担当 各部会長 → 総務提出 

 

以上 

報告：総務広報委員会 

 


